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セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
病
院
（
理
Ｒ
Ｃ
愚
①
”
印
西
易
目
四
二
は
、

一
七
三
三
年
、
ロ
ン
ド
ン
の
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
教
区
の
貧
し

く
病
め
る
者
の
た
め
に
、
ロ
ン
ド
ン
で
三
番
目
の
ヴ
ォ
ラ
ン
タ

リ
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
設
立
の
契
機
は
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
初
の
ヴ
ォ
ラ
ン
タ
リ
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
あ
る
ウ
エ

ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
病
院
（
雪
①
留
日
白
異
国
国
吊
宮
旦
、
一
七
一

九
年
創
設
）
の
移
転
先
を
め
ぐ
る
紛
争
に
あ
っ
た
。
当
時
、
ウ

エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
病
院
は
、
増
大
す
る
患
者
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
に
、
移
転
を
計
画
し
て
い
た
が
、
創
設
地
に
近
い

ｇ
豊
①
冒
邑
①
を
支
持
し
た
グ
ル
ー
プ
に
対
し
、
一
部
の
病
院
理

事
や
医
師
が
、
塵
亘
①
野
禺
９
目
角
へ
の
移
転
を
主
張
し
た
。

49

ヴ
ォ
ラ
ン
タ
リ
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
が
拓
く

地
平
（
二

１
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
病
院
の
設
立
と
発
展
Ｉ

柳
澤
波
香

青
山
学
院
大
学
・
津
田
塾
大
学

空
気
が
清
浄
で
、
物
資
の
調
達
に
も
便
利
で
あ
る
と
考
え
た
た

め
で
あ
っ
た
。

セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
病
院
は
、
西
亘
⑦
顧
異
○
日
ロ
胃
の
レ

ィ
ン
ズ
ボ
ロ
ー
伯
爵
の
館
を
賃
借
し
、
三
○
床
で
開
院
し
た
。

設
立
発
起
人
は
三
五
名
、
レ
ィ
ン
ズ
ボ
ロ
ー
家
と
縁
の
深
い

ｏ
閏
星
、
法
律
家
⑦
凰
霞
号
、
病
院
名
の
由
来
で
あ
る
セ
ン
ト
・

ジ
ョ
ー
ジ
教
区
の
牧
師
弓
『
：
①
具
の
他
、
の
菌
匡
昌
巨
如

ン
日
冨
且
、
ン
日
耳
Ｃ
駕
口
言
百
房
、
君
壁
画
ョ
。
蔚
罵
丘
ｇ
な
ど
の

医
師
も
い
た
。
病
院
運
営
資
金
は
発
起
人
や
篤
志
家
の
寄
付
金

で
あ
っ
た
。
設
立
当
初
の
病
院
規
則
に
は
、
外
来
診
療
、
入
退

院
日
の
曜
日
が
規
定
さ
れ
て
い
た
他
、
医
師
は
治
療
の
目
的
に

適
う
最
善
の
診
察
、
診
断
、
処
方
を
、
規
則
に
基
づ
き
行
う
旨

が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
病
院
の
ホ
ー
ル
に
は
、
ｇ
Ｒ
ｇ
〆
と
い

う
献
金
箱
が
置
か
れ
、
患
者
の
義
足
の
購
入
や
、
時
に
は
質
に

入
っ
た
服
を
買
い
戻
す
こ
と
に
も
充
て
ら
れ
た
。

病
院
設
立
の
発
起
人
で
あ
っ
た
外
科
医
エ
ョ
冨
且
．
ロ
房
百
房
．

○
房
⑰
の
丘
ｇ
は
、
優
れ
た
外
科
技
術
を
有
し
て
い
た
の
で
、
設

立
時
よ
り
、
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
病
院
に
お
け
る
外
科
治
療
水

準
は
他
の
病
院
よ
り
も
高
く
、
こ
の
伝
統
は
今
日
ま
で
続
く
と
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言
わ
れ
る
。
近
代
外
科
学
の
父
と
称
さ
れ
る
旨
冒
西
匡
昌
国
も

○
房
閑
昼
ｇ
の
下
で
学
び
、
院
内
で
死
去
す
る
ま
で
、
病
院
医

師
と
し
て
勤
務
し
た
。
心
音
、
聴
診
の
研
究
で
知
ら
れ
る

旨
日
＄
国
§
①
、
内
科
医
で
あ
り
病
理
学
者
の
三
胃
号
①
君

画
昌
扁
ら
も
長
年
勤
務
し
た
。

症
例
の
多
く
集
ま
る
ヴ
ォ
ラ
ン
タ
リ
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
は
、

臨
床
医
学
が
興
隆
し
、
現
代
の
病
院
医
療
の
原
形
が
形
成
さ
れ

た
。
医
学
を
志
す
者
は
名
医
の
下
で
医
学
講
習
を
受
け
た
た
め
、

病
院
は
医
育
機
関
で
も
あ
っ
た
。
弓
ご
日
開
ン
Ｑ
ｇ
ｇ
Ｐ

両
口
乏
鯉
ａ
］
ｇ
己
角
ゞ
ン
豊
里
ｏ
８
Ｒ
Ｈ
↓
旨
冒
ン
冒
昌
臼
耳
な
ど

も
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
病
院
に
学
ん
だ
。

一
九
世
紀
前
半
に
な
る
と
、
入
院
、
外
来
患
者
数
が
増
大
し
、

病
院
建
物
も
老
朽
化
し
た
た
め
、
病
院
の
建
替
が
行
わ
れ
た
。

複
数
の
建
築
家
に
よ
る
設
計
案
が
慎
重
に
審
査
さ
れ
た
。
建
替

の
折
に
、
患
者
に
極
力
負
担
を
か
け
な
い
こ
と
も
審
査
の
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
等
の
建

築
を
行
っ
た
葛
晨
煙
ヨ
ミ
罠
日
切
の
設
計
が
選
ば
れ
、
新
伽
藍
は

一
八
三
四
年
に
完
成
し
た
。
病
床
数
は
三
五
○
床
に
な
っ
た
。

一
九
世
紀
後
半
に
入
る
と
、
再
び
病
床
数
が
不
足
し
た
た
め
、

一
八
六
九
年
、
病
院
理
事
で
あ
っ
た
事
業
家
ン
具
言
：
二

三
．
１
２
の
遺
言
に
よ
り
、
乏
冒
匡
呂
目
に
回
復
期
患
者
用
の

病
院
（
ン
旨
尻
目
三
○
１
２
頭
函
。
ｇ
冨
二
が
創
設
さ
れ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
病
院
は
急
性
期
の
患
者
の
診

療
に
専
念
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

戦
後
も
、
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
病
院
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｓ
の
病
院
と

し
て
、
ロ
ン
ド
ン
市
民
に
質
の
高
い
医
療
を
提
供
し
、
世
界
の

医
学
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
が
、
更
な
る
発
展
の
た
め
、
一
九
八

○
年
、
ロ
ン
ド
ン
南
部
の
弓
８
昌
侭
へ
と
移
転
し
た
。
二
○
世

紀
末
、
英
国
医
療
制
度
改
革
に
伴
い
、
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
病

院
は
、
一
○
余
り
の
他
の
病
院
と
聾
⑦
ｇ
侭
陽
国
８
－
号
８
蔚

昌
崩
弓
日
興
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三
一
房
旨
の
が
設
計
し
た
壮
麗
な
病
院
の
建
物
は
、
病
院
が

弓
◎
８
局
に
移
転
し
た
後
、
売
却
さ
れ
た
。
し
か
し
、
建
物
は

取
り
壊
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
修
復
や
内
部
の
改
装
を
経
て
、
当

時
の
外
観
を
良
く
と
ど
め
た
ま
ま
、
現
在
は
ロ
ン
ド
ン
屈
指
の

最
高
級
ホ
テ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
壁
面
に
は
め
弓
⑦
両
○
詞
の
両
の

国
○
の
国
弓
シ
Ｆ
の
刻
字
が
は
っ
き
り
と
残
さ
れ
て
い
る
。


